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１ 動機

近年、ミドリムシは健康食品等、幅広く利用され注目を浴びているが、その詳しい生態は知ら

れていない。培養方法に関しても一部の企業等が培養に成功しているが、方法は公開されていな

い。そこで、本研究ではミドリムシの生態を明らかにし、生態から有効な培養液の作製や培養の

方法について検討を行い、効率の良い培養方法を確立することを目的とした。

２ 要旨、概要

ミドリムシは日本全国に分布し、池などの水辺に多く生息している原生生物である。体内に豊

富な栄養素を持ち、その高い栄養価から現在健康食品やバイオ燃料に利用され、今後も広く活用

される可能性がある有益な生物である。有効に利用するためには大量に培養する必要があるため、

静岡市内にある麻機遊水池を調査地とし、ミドリムシの生態を調べ、効率の良い培養方法を確立

することを目的とし研究を行った。

３ 研究方法

実験１

〈調査地点〉

ミドリムシの分布・生態調査は静岡市内麻機遊水池（静岡県静岡市葵区牛田）において平成

年 月から 月に行い、採集地点は麻機遊水地の地点１～５とした。また、室内で行うミドリム

シの観察については平成 年 月から平成 年 月まで行い、観察資料は、麻機遊水地の地点

１、４、５において採集した。

〈採取方法〉

各地点の水と底質を採取し、空気が入らないように容器に入れ持ち帰ったものをシャーレに移

し、マイクロピペットでミドリムシの種類毎に単離した。種類ごとに顕微鏡で形態等を観察した。

採集する際には気温、天気を記録した。

実験２

麻機遊水池の各池から底質を採集したのちその底質を使って土壌浸出液を作成してからオー

トクレーブ滅菌し土壌浸出液を滅菌した。滅菌した培地には を 匹ずつ入れた。

土ありと土なしは、 地点分の培地を作ることになるのでそれぞれ 種類ずつ作る。土なしは、

土ありと同じ割合で作成するが、ビーカーに 倍の分量で調製する。滅菌後、土なしはビーカー

に入った土壌浸出液の上澄み液だけを滅菌した試験管に 入れてから を移す。

土あり、土なしそれぞれ 本ずつと水のみ 本の７本を つのセットとする。このような条件で

作成した培地と同じセットを計 セット用意する。培地内をよく懸濁し、均等に吸い取れるよう

にしてから 2µl を量り取る。 週間ごとに各培地内の 2µl 中の細胞数を数える。

実験３

土壌の量による、栄養の差だけでミドリムシが増えたのかを、確かめるために 液状培地と

寒天培地の培養実験を行った。

（１）実験のために以下の培地を作成した
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液状培地 ＋寒天 液状培地 ＋寒天 精製水

（２）作成した培地を 試験管に入れ、これを各培地ごと四本ずつ作成する。

（３）これらの培地に、ミドリムシを 匹ずつ入れる。

（４）培地内を、マイクロピペットで懸濁し、均一にとれるようにする。

（５）シャーレ内に を三回ずつ落とし、三つの細胞数の平均を記録した。

（懸濁から培地の摘出までは、すべてクリーンベンチ内で行った。）

（６） （４）、（５）の方法で、一週間ごと各培地の細胞数を測定した。

実験４

この実験では、ミドリムシの寒天に対する運動を観察することで、ミドリムシが正の接触走性

を持っているのかを調べることを目的とした。

（１）ホールスライドガラスに以下の二種類の寒天を入れた。

寒天１ ＋精製水 （ ） 寒天 ＋精製水 （ ）

（２）寒天を冷まし固め、カバーガラスを用いて半分に切り、凹凸のあるものとないものの、二種

類を作成した。

（３）寒天を切り落とした方に、ミドリムシ 匹と精製水数滴を入れた。

（４） 分間観察を行い、寒天の壁面に接近した個体と、離れた個体の数を記録する。これを

分継続し行った。

（５）記録した数値から、寒天に接近した個体に対し、寒天にとどまった個体の割合を算出し、グ

ラフにまとめた。

＊実験に用いた寒天は、あらかじめオートクレーブを用いて滅菌した。

計測前に寒天に接着していた個体は、記録に含まなかった。

実験

この実験では、培地の粘度の違いが、ミドリムシの増殖に与える影響を調べることを目的とし

た。

（１）培地として以下の五種類を調整した。

：寒天 ｍｇ 液状培地 ｍｌ

：寒天 ｍｇ 液状培地 ｍｌ ：寒天 ｍｇ 液状培地 ｍｌ ： 液

状培地 ｍｌ ：精製水 ｍｌ

（２）これら五種類の培地を、オートクレーブを用いて滅菌したのち、 ｍｌずつ試験管に入れ、

これらの培地にミドリムシ 匹を入れ、培養した。

（３）一週間ごとミドリムシの細胞数を数え、記録した。

〈記録方法〉

（１） 培地内をピペットで懸濁し、均一に採取できるようにした。

（２） シャーレ内に培地 10μlを三回とり、それぞれの細胞数を数えた。

（３） 三つの平均値をとり、これを記録した。

＊懸濁から培地の摘出までは、すべてクリーンベンチ内で行った。

Ａの培地はピペットによる培地の摘出ができなかったため、目視で培養状態を確認

した。

４ 結果

実験 の結果
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ミドリムシは、五月中旬以降、特に水温が 25℃以上になって後に採集できることが多かった。

地点 、 では２種、地点 では３種、計５種のミドリムシを採集・観察することができた。底

質が沈殿している状態で底質の上にある水を採取し、観察してもミドリムシは存在していなかっ

たが、底質と共に採取し観察すると、ミドリムシが存在していた。また、シャーレに底質と共に

採取した水を入れると、ミドリムシはどれもシャーレの底に沈んだ状態でとどまっていた。

実験２の結果

全ての土あり培地は５週目から７週目にかけて細胞数が増加しているが、全ての土なし培地が

同じ時期にかけて細胞数が減少している。これにより７週目から 週目にかけて土あり培地と土

なし培地の細胞数に差ができている。 週目には地点 －土ありの培地が、他の土あり培地に比

べ細胞数が減少している。

実験 の結果 グラフ１参照

寒天培地と 液状培地を比較すると、 寒天培地の方が 液状培地よりも増えてい

た。実験中、ミドリムシは寒天付近にいることが多かった。

実験 の結果（グラフ２、３参照）

多くのミドリムシが寒天に接近し、そこにとどまった。また、凹凸がある培地とない培地とで

は、凹凸のある培地のほうが、より多くの個体が集まった。

実験 の結果

寒天培地では、ＨＵＴ培地のみの培地と比べて細胞数の増加に有意な差があった。また、ＨＵ

Ｔ寒天培地のうち培地 の細胞数は培地 より有意に増加していた。 培地 と培地 はすべて

の試験管内で増加した。 培地 は粘度が高すぎたため、採取できず他の培地のように計測でき

なかったが、目視で培地 試験管上部でのみ増加が確認できた。

５ 考察

実験 の考察

平成 年から平成 年に行ってきたミドリムシの５つの採集地点のうち地点１，４ではミド

リムシが多く採集できた。ミドリムシが観察できたサンプルは、水温が２５℃の時のものである

ことから、増殖する温度条件は２５℃以上であり、ミドリムシの観察時、常に池の底質表面にい

ることが多いため、底質に接する生活形態を持つと考えられた。そこから、底質に増殖する要因

がある可能性が考えられ、特に多くミドリムシが採集できたのは地点１、４であることから、植

物由来の物質が多く、ある程度底質の粒子が大きいものが培養に適している可能性があることが

示唆された。以上の生態調査の結果より、培養には植物由来の物質が多く、ある程度粒子が大き

いものを含む培養液が培養に適していると考えた。

実験 の考察

土なしの培地よりも土ありの培地の方が細胞数の増加が確認された。。このことから、培地中

の底質がミドリムシの細胞数の増加に影響していると言える。これを底質が溶液中に養分を供給

する働きをするからではないかと考え、ミドリムシにとって底質は必要なものであると言える。

また、各地点におけるミドリムシの有無の表と比べると、ミドリムシがよく観察することができ

た地点 と の底質を使った培地で の増加が見られた。よって、地点１と４はミド

リムシにとって増殖しやすい何らかの要因があると考えられる。このように、各地点で観察され

たミドリムシの個体数と各培地での増殖速度との関連性や、地点ごとの細胞数の増殖速度に違い

が見られたことが、どのような要因によって生じたかを明らかにするための実験を行っていく必
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要がある。

実験 の考察

寒天は、ミドリムシにとって、養分として働かないため、実験２で底質を含んだ培地のミドリ

ムシが増殖した要因には、養分以外の要因が影響していると考えられる。寒天付近にミドリムシ

がいることが多かったことから、ミドリムシは物理的な要因によって増殖した可能性があると思

われる。

実験 の考察

多くのミドリムシが寒天に接近し、そこにとどまったことから、ミドリムシには正の接触走性

がある可能性が高いと考えられる。

また、凹凸がある培地とない培地とでは、凹凸のある培地のほうが、より多くの個体が集まった

ことから、固体の表面積も寒天に対するミドリムシの密集度と関係していると考えられる。

実験 の考察

結果から、ミドリムシの培養には粘度の高い培地が適していると考えられる。 しかし、最も粘

度の高い培地Ａでは、ユーグレナは二週目以降から増殖しなかった。 このことから、培地の粘性

には適切な値が有り、固くなり過ぎるとミドリムシは成長しにくくなると考えられる。

６ 結論（課題）

研究を通してミドリムシには正の接触走性がある可能性が高いということ、ミドリムシの培養

には粘度の高い培地のほうが適しているということが分かった。

今後は麻機遊水地で採取したミドリムシを培養するとともに種類による適した培地や培養条

件を調べていく。また粘度の高い培地でも計測できる方法を模索しようと思う。
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グラフ２ 寒天 ％にミドリムシが接触した数

と離れた数

グラフ４ 粘度の異なる培地のミドリムシの細胞数の変化

ミドリムシの細胞数

寒天 寒天
培地のみ 水のみ

グラフ３ 寒天 ％にミドリムシが接触

した数と離れた数

グラフ１ 実験３の結果
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